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市
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母川回帰、生命の神秘
　今年も市内を流れる勤行川（五行川）で、鮭
が遡上する姿を見ることができました。鮭には
生まれた川に帰って産卵するという、「母川回
帰」の習性があります。市内で放流した稚魚が、

4,000 キロにも及ぶ旅を終えて、ふるさと筑西市に帰ってきました。
　鮭の遡上期間に併せて、10月 24日、しもだて紫水ロータリー
クラブをはじめとする各団体のみなさんや勤行川流域自治会のみ
なさんに協力していただき、高島橋（中舘観音寺東）から大和橋
（市役所東側）まで河川清掃を行いました。

河川清掃の様子
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稚魚の放流
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火の用心火の用心 冬は火災が多くなる季節です。私たちの生活の中
には火災の原因となる要素がたくさんあります。
火災が発生しない環境をつくるためには、その要
素を無くす火災予防の知識と備えが必要です。

無
防
備
な  

心
に
火
災
が  

か
く
れ
ん
ぼ

平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器
具
な
ど
火
気
を
使

用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
住
宅
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
木
材
も
水
分
を
失
い
、
火
が
つ
き
や
す
く
、
ま

た
、
一
度
つ
い
て
し
ま
っ
た
火
も
消
え
に
く
く
な
り

ま
す
。

　

火
災
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
、
自
分
自
身
だ
け
で

な
く
、
周
囲
に
も
危
険
や
迷
惑
が
及
び
ま
す
。　

　

火
災
を
防
ぎ
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に
は
何
が

必
要
な
の
か
、
原
因
別
の
予
防
法
も
含
め
て
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

火
災
発
生
時
は
、
早
期
発
見
・
通
報
が
重
要
で
す
。

通
報
は
落
ち
着
い
て
、「
場
所
」「
近
く
の
目
標
物
」

「
火
災
の
状
況
」「
通
報
者
の
氏
名
・
住
所
」
を
正
確

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
通
報
時
に
場
所
を
告
げ
る
と
き
は「
筑
西
市
」か
ら
】

　

平
成
28
年
２
月
４
日
（
木
）
か
ら
、
災
害
対
応
力

の
強
化
と
通
信
指
令
業
務
の
高
度
化
を
目
指
し
、
筑

西
市
の
１
１
９
番
通
報
は
、
筑
西
広
域
消
防
本
部
通

信
指
令
課
（
直
井
）
か
ら
「
い
ば
ら
き
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」（
水
戸
市
）に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
内
33
市
町
村
の
通
報
を
受
け
る
た
め
、
場
所
を
告

げ
る
と
き
は
「
筑
西
市
」
か
ら
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
筑
西
広
域
消
防
本
部
通
信
指
令
課
☎
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筑
西
消
防
署　
　
　
　
　
　
　
　
☎
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10
月
18

日
、
下
館
運

動
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第

66
回
茨
城
県

消
防
ポ
ン
プ

操
法
競
技
大

会
県
西
地
区

大
会
で
、
筑
西
市
消
防
団
が
見
事

３
位
入
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
は
、
自
分
の
職
業
や
学

業
を
持
ち
な
が
ら
、
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。
代
表
の
第
３
・
４
・
５
分
団
の

み
な
さ
ん
は
、
厳
し
い
訓
練
に
耐

え
抜
い
た
仲
間
と
の
絆き

ず
な

や
地
域
の

代
表
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
地

元
筑
西
市
開
催
の
大
会
で
、
見
事

な
ポ
ン
プ
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

筑西市消防団  ３位入賞 !
第 66回茨城県消防ポンプ操法競技大会県西地区大会

▲選手（筑西市消防団第３・４・５分団）のみなさん。
左から、指揮者：飯

いいずみ
泉明

あきひろ
弘さん（甲・本城町）、１番員：齋

さいとう
藤康

やすひろ
宏

さん（外塚）、２番員：豊
とよさわ
澤敏
としひろ
博さん（菅谷）、３番員：小

こ く ぼ
久保宏

ひろうみ
海

さん（乙・南町）、４番員：柴
しばやま
山泰

やすひろ
裕さん（岡芹）、補助員：鈴

す ず き
木

修
しゅうへい
平さん（甲・西町）。

自分たちのまちは
　　　　　　自分たちで守る！

覚えておきたい
❺つのポイント

火 災
予 防

・外出時は火を消す
・衣類やカーテンはストー
ブから離す
・給油時は火を消す

■寝たばこはしない
■灰皿はいつもきれいに
■ 吸い殻は一度水にさらし
てから捨てる

■外出時は火を消す
■ 衣類やカーテンなど
はストーブから離す
■給油時は火を消す

■タコ足配線をしない
■ コードの上に重い物
を乗せない

■コードは束ねない

電気コード・コンセントの使用に注意

ストーブに燃えやすい物を近づけない

たばこの火の不始末に注意

コンロの使用に注意

■
ど
う
し
て
冬
は
火
災
が
多
い
の
？

■
火
災
発
生
時
は
迷
わ
ず
１
１
９
番

■
火
災
の
原
因
は
身
近
な
も
の

■離れるときは火を消す
■ 周囲に燃えやすいもの
を置かない
■換気扇やグリルはきれいに

■ 家の周りに燃えやす
いものを置かない

■ しっかり施錠する
■暗がりをつくらない

「放火」人目に付きにくい場所に注意「放火」人目に付きにくい場所に注意

※
平
成
27
年
度
筑
西
広
域
小
中
学
生
防
火
標
語
を
６
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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筑
西
市
誕
生
10
周
年
・
あ
け
の
元
気
館
開
館
15
周
年
記
念
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画

須
藤
市
長
・
中
村
真
衣
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談

対談

観覧者
募集中村　真衣

シドニーオリンピック
100ｍ背泳ぎ銀メダル

須藤　茂
筑西市長

12月６日（日）午後２時～　あけの元気館元気ひろば
対象：原則市内在住・在勤・在学者　※入館料が必要です

2020年東京オリンピックに向けて今私たちにできることテ
ー
マ

【帰って来た　野村武男コーチの水泳教室】■日時：12月 20日（日）午前 10時～ 11時 30分　■定員：
先着 20人　■対象：医師から水泳を禁止されていない成人で 10メートル泳げる人　■費用：無料　
※別途入館料が必要　■申込開始：12月５日（土）正午～ (電話申込不可 )
【第２回あけの元気館祭り～みんなでワッショイしませんか～】開館 15周年記念イベントです。　
■日時：12月 20日（日）午前 10時～午後 7時　■内容：スタンプラリー「あけのアドベンチャー」、
駄菓子販売コーナー、あけの筋肉番付(腕立て伏せ、腹筋の競争)※事前申込が必要、限定メニュー元気丼、
カレー丼、プロテインの販売。ドリームマッチ 4番勝負　■費用：無料　※別途入館料が必要

入館料など詳細については、あけの元気館ホームページ
や館内掲示板で確認するか、お問い合わせください。 問あけの元気館　☎５２－７１１１

そ
の
他
の
情
報

あ の 気 情け 元 館 報

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を

問市役所市民課　内線２２０・２３３
　マイナンバーコールセンター　☎０１２０－９５－０１７８
　【平日：9：30～22：00／土日祝日：9：30～17：30（12月29日（火）～１月３日（日）を除く）】

マ ナ バ 情イ ン ー 報

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
通
知
カ
ー
ド
に
は

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
や
住
所
変
更

（
転
入
・
転
居
）
が
あ
っ
た
場

合
、
カ
ー
ド
の
修
正
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
届

出
の
際
に
は
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
転
出
の
場
合
は
、
転
入
地
で
の
手
続
の
際
に
必
要

に
な
り
ま
す
。
な
お
、
届
出
の
際
に
カ
ー
ド
を
お
忘

れ
の
場
合
は
、後
日
改
め
て
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す
。

マイナンバー制度に便乗した

マイナンバーの通知や利用、個
人番号カードの交付などの手続
で、国の関係省庁や地方自治体
などが、口座番号や口座の暗証
番号、所得や資産の情報、年金・
保険の情報を聞いたり、お金や
キャッシュカードを要求したり
することは一切ありません。Ａ
ＴＭの操作をお願いすることも
一切ありません。こうした内容
の電話や手紙、訪問には応じな
いでください。

不正な勧誘
個人情報の取得
ご注意

市役所市民課　内線

が
あ
っ
た
場

通
知
カ
ー
ド
の
見
本
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秋
の
叙
勲
・
褒
章

　
平
成
27
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
11
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

深谷　毅さん

（74歳・蓬田）

✿瑞宝小綬章

　昭和 39 年茨城県
庁に入庁。県北振
興課長、監査事務局長などを歴任され、
平成 10 年県西地方総合事務所長とし
て退職されました。主に企画関係に従
事され、新総合振興計画などを策定し、
地域の発展に尽力されました。「職場
の先輩、同僚のご指導ご支援と、家族
の支えに感謝しています。この栄誉に
恥じないよう一層精進して参ります」。

大西　勲さん

（71歳・玉戸）

✿旭日小綬章

　 昭 和 49 年 に 人
間国宝の赤

あ か じ
地友

ゆうさい
哉

を師事し、曲輪造りを主とする髹
きゅう

漆
しつ

を
継承。工芸展では数々の賞を受賞され、
平成 14 年に重要無形文化財保持者とし
て人間国宝に認定され、漆芸作家とし
て活躍。平成 16 年には紫綬褒章、下館
市民栄誉賞などを受けています。「ご高
配を賜り感謝しています。人とのつな
がりの大切さを改めて感じています」。

漆芸作家

（ふかや たけし） （おおにし  いさお）

田宮　良知さん

（72歳・田町）

✿瑞宝双光章
学校薬剤師

　昭和 41 年に家業
の薬局を継ぎ、昭
和 42 年から現在まで下館第一高等学
校や下館北中学校、下館中学校などの
学校薬剤師として在職。県学校薬剤師
の教育改革を全国の学術大会で発表さ
れるなど、教育環境の向上に尽力され
ました。「大変光栄に思います。この
受章は、学校関係者と地域のみなさま
のおかげと心から感謝いたします」。

（たみや よしとも）

水越　照子さん

（75歳・成田）

✿旭日双光章
元筑西市議

　平成７年に旧下
館市議会議員に当
選以来、平成23年まで４期にわたり議員
として在職。この間、農業委員、市議
会副議長などを務められ地域の発展に
大きく貢献されました。平成17年、22年
には全国議長会会長表彰を受けていま
す。「名誉ある章をいただき大変ありが
たく思います。市民のみなさまのご協力
とご支援のおかげと感謝しています」。

（みずこし てるこ）

上野　怜さん

（71歳・春日町）

✿瑞宝双光章
元公立小学校長

（うえの さとし）

　昭和 42 年猿島町
立生子菅小学校に
赴任。竹島小、新治小、明野中などを
歴任し、平成 15 年下館小学校長とし
て退職。また、平成 22 年～ 26 年には
筑西市教育長を務め、教育の振興に尽
力されました。「栄誉ある章を拝受し、
たいへん感激しております。これもひ
とえに教育関係者と地域のみなさまの
おかげと感謝しています」。

元県県西地方総合
事務所長

大山　誠さん

（86歳・田町）

✿旭日双光章

　昭和 28 年に家業
の菓子店を継承。
昭和 60 年に食品衛生指導員となり、
筑西食品衛生協会長、県食品衛生協会
副会長を歴任。現在も消費者に安全で
衛生的な食品を提供できるよう務めら
れています。「名誉ある章をいただき
光栄に思います。協会のみなさんのご
協力と家族の支えがあってのことと感
謝しています」。

（おおやま まこと）

（公社）県食品衛生
協会副会長
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中嶋　靖司さん能勢　正夫さん

（70歳・東保末）（71歳・岡芹）

✿瑞宝双光章✿瑞宝双光章
元公立中学校長

　昭和 44 年旧総和
町立下大野小学校
に赴任され、養蚕小、関城中、下館小
などに勤務し、平成 18 年下館南中学校
長として退職。退職後は、岩瀬日大高
等学校長、市教育委員長を務め、教育
の発展に尽力されました。「先輩や同僚
のみなさまのおかげと感謝しています。
子どもたちが健やかに成長されること
を願っています」。

　昭和 39 年旧下館
警察署に配属。旧
真壁警察署、下妻警察署に勤務し、平
成 17 年に結城警察署で警部として退職
されるまで、地域の安全を支えてこら
れました。平成 12 年には警察功労賞を
受賞されています。「名誉ある章を授
かりありがたく思います。先輩や同僚、
地域のみなさまのご協力と家族の支え
があってのことと感謝しています」。

（なかじま やすし）（のせ　まさお）

元県警部

　昭和 41 年下館市
消防本部に配属。
昭和48年広域消防発足後、大和消防署、
岩瀬消防署に勤務し、平成 20 年に結
城消防署の副署長として退職されるま
で、地域の消防防災に尽力されました。

「栄誉ある章をいただき身に余る思い
です。消防関係の先輩、同僚のみなさ
まのご指導ご支援と家族のおかげと感
謝しております」。

小島　正さん

（68歳・川澄）

✿瑞宝単光章

（おじま しょう）

野寺　友行さん

（65歳・口戸）

元市消防団副団長

　昭和 50 年旧下館
市消防団に入団。
平成３年に下館市消防団分団長、平成
17 年から 24 年まで筑西市消防団副団
長として消防防災活動に活躍されまし
た。平成 24 年には消防庁長官表彰永年
勤続功労章を受章されています。「栄え
ある章を賜り、ありがたく思っており
ます。団員や地域のみなさんのご協力
と、家族の支えに感謝しています」。

（のでら ともゆき）

✿瑞宝単光章

新井 佳代子さん

（75歳・西石田）

　人の立ち直りを
支える保護司とし
て、平成 5 年に現在の４市１町で構成
する西地区保護司会に加入。平成 27 年
に西地区保護司会長となり、現在も更
生保護や犯罪予防活動に貢献されてい
ます。「私１人の力ではなく、みなさん
と一緒にいただいたものと思っていま
す。今後も、保護司のみなさんとスク
ラムを組み、まい進したいと思います」。

（あらい　かよこ）

保護司

✿藍綬褒章

元筑西広域市町村圏
事務組合消防司令

「Ｋｉｄｓ天国委員会」が茨城県表彰を受賞
　Ｋｉｄｓ天国委員会（横

よこしま

島佐
さ よ こ

代子会長）は、活動の
功績が認められ、このたび茨城県表彰を受賞されました。
　旧関城町で学校週５日制支援を目的に平成７年度か
ら始めた事業が、生涯学習ボランティアサークル「ど
んぐり会」によって引き継がれ、Ｋｉｄｓ天国委員会
が発足しました。
　子どもたちが普段体験することが少なくなった農作
業や自然体験、伝統文化活動などの機会を提供し、「Ｋ
ｉｄｓ天国：ザ・チャレンジ」「子ども伝統文化教室」

「キッズドレミ教室」「劇団ゴン太」を中心に活動され
ています。また、活動 20 周年記念事業として、富士
登山に挑戦する「チャレンジ富士山」が行われました。▲「Ｋｉｄｓ天国：ザ・田植え」に挑戦した子どもたち
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市
は
、「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
の

水
害
を
受
け
、
10
月
28
日
、
下
館
河

川
事
務
所
か
ら
、
出
水
時
に
河

川
管
理
者
か

ら
提
供
さ
れ

る
情
報
と
そ

の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
■
小
学
生
低
学
年
の
部

【
最
優
秀
賞
】

「
ひ
は
け
し
た
？
」　
ま
ま
に
き
く
の

も
　
お
て
つ
だ
い

櫻
井
悠
喜
哉
さ
ん
（
川
島
小
１
年
）

■
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

住
警
器
　
火
の
元
見
つ
け
る
　
第
二

の
目

宮
川
由
子
さ
ん
（
下
館
中
２
年
）

　

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
に
お
い

て
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

「
避
難
を
促
す
緊
急
行
動
」
の
説

明
の
た
め
河
川
事
務
所
が
来
庁

市
長
通
信 

10

新
中
核
病
院
建
設
に
向
け
て

　

去
る
10
月
19
日
に
、
第
１
回

「
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立
病
院

等
再
編
整
備
建
設
委
員
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し

ま
す
。

　

建
設
委
員
会
で
は
、
筑
西
市

が
整
備
す
る
新
中
核
病
院
及
び

診
療
所
化
す
る
筑
西
市
民
病
院

と
、
桜
川
市
が
整
備
す
る
桜
川

市
立
病
院
の
医
療
機
能
、
診
療

科
目
な
ど
の
相
互
調
整
並
び
に

基
本
計
画
素
案
な
ど
の
策
定
審

議
を
行
い
、
12
月
下
旬
開
催
予

定
の
推
進
協
議
会
に
図
り
基
本

計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
委
員
会
の
下
部

組
織
と
し
て
、
医
療
現
場
の
方

を
中
心
に
作
業
部
会
を
設
置

し
、
専
門
的
課
題
の
調
整
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
建
設
委
員
会
の
委
員
は
、
次

の
10
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◉
学
識
者

・
茨
城
県
地
域
医
療
担
当
顧
問

・
真
壁
医
師
会
長

・
筑
波
大
学
附
属
病
院
副
病
院
長

　
（
筑
西
市
医
療
監
）

・
自
治
医
科
大
学
医
学
部
教
授

　
（
筑
西
市
医
療
監
）

◉
再
編
統
合
病
院

・
筑
西
市
民
病
院
病
院
長

・
県
西
総
合
病
院
病
院
長

・
山
王
病
院
理
事
長
兼
病
院
長

◉
行
政

・
茨
城
県
医
療
対
策
課
長

・
筑
西
市
長

・
桜
川
市
長

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
建
設
委
員
会
を
設
置

問
中
核
病
院
建
設
推
進
課　

☎
21
ー
８
７
２
０

■
関
東
防
犯
協
会
表
彰

【
防
犯
功
労
者
】

日
向
野
健
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
副
会
長
）

■
茨
城
県
防
犯
協
会
表
彰

【
地
域
安
全
功
労
者
】

堀
江
寿
明
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
明
野
支
部
長
）

【
優
良
防
犯
連
絡
員
】

皆
川
弘
衛
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
大
村
分
会
長
）

塚
田
栄
一
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
長
讃
分
会
長
）

直
井
政
敏
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
大
田
分
会
長
）

小
島
英
雄
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
古
里
分
会
長
）

日
向
野
榮
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
関
本
分
会
長
）　

■
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

鍵
か
け
に
よ
る
空
き
巣
や
乗
り
物
盗

防
止
の
部
【
優
良
】

大
類
若
菜
さ
ん
（
大
田
小
５
年
）

平
成
27
年
度

筑
西
広
域
小
中
学
生
防
火
標
語

第
37
回
地
域
安
全
茨
城
県
民
大

会
に
お
け
る
受
賞

▲関東防犯協会表彰と茨城県防犯協会
表彰で受賞されたみなさん

行 政 ニ ュ ー ス
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第 17回筑西広域イベント

やっぺえ が開催されましたお米の祭りだよ！ が開催されました

　10 月 31 日と 11 月１日、
県西総合公園で筑西広域イベ
ント「やっぺえ」（糸

いとかわ
川秀

ひで き
樹実

行委員長）が開催されました。
　俵投げや米つまみ競争など
のお米をテーマにした種目の
ほかに、熱気球体験や重機体

▲会場はたくさんのお客さ
んでにぎわいました

験など様々なコーナーが設置
されました。さらに、Ｂ－８
グルメうっ米

まい
フェスティバル

では、地元産の野菜や米を使
用したオリジナルメニューの
販売を行い、大にぎわいの２
日間となりました。

▲遊びに来てくれたちっくん、
まかぴょん、まゆげった

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
「
筑
西
市

教
育
の
集
い
」
が
、
11
月
15
日
、
明

野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
イ
ル
・
ブ
リ

ラ
ン
テ
）
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
中
学
生
、

教
育
関
係

者
、
学
校

を
支
え
て

く
だ
さ
る

人
た
ち
が

一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

第
10
回「
筑
西
市
教
育
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

小
中
学
生
に
よ
る
活
動
・
学
校
紹

介
で
は
、
各
学
校
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
発
表
が
行
わ
れ
、
講
演
会
で
は
、

講
師
の
川
口
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
が
「
笑
顔

の
大
切
さ
、
笑
顔
で
い
る
た
め
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
」
と
題
し
、
笑
顔
の
種

の
探
し
方
な

ど
を
お
話
し

さ
れ
、
講
演

後
は
川
口
さ

ん
と
生
徒
た

ち
に
よ
る
ダ

ン
ス
発
表
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

▲「理科読」「算数・数学読」感
想文コンクール表彰の様子

▲川口さんとダンスを発表してくれた
生徒たち

11
月
14
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
、
男
女
共

同
参
画
推
進
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宣
言
文
朗
読
に
続
き
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
髙た

か
は
し
い
ず
ほ

橋
出
帆
さ
ん

（
川
島
小
５
年
）
と
石い

し
か
わ
だ
い
す
け

川
大
輔
さ
ん

（
下
館
南
中
３
年
）
が
、
受
賞
作
品

を
朗
読
し
ま
し
た
。

市では、「男女共同参画都市宣言」をし、男女一人ひとりが互いの人権を尊重し、互い
の個性や能力を認め、共に助け合い、共に輝く社会の実現に向け取り組んでいます。男女共同参画推進講演会

男
女
共
同
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

木
久
蔵
流
、

が
ん
ば
ら
な
い
子
育
て

　

落
語
の
師
匠
で
も
あ
る
父
・
林は

や
し
や
き
く
お
う

家
木
久
扇
さ
ん
に
よ
る
「
子

ど
も
の
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
無
く
す
方
法
」
な
ど
の
子
育
て

術
を
は
じ
め
、

「
が
ん
ば
ら
な

い
子
育
て
」
に

つ
い
て
、
落
語

家
な
ら
で
は
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な

口
調
で
語
り
ま

し
た
。

講
演
「
木
久
蔵
流
、
が
ん
ば
ら
な
い
子
育
て
」

　

講
演
に
先
立
つ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
・
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
の
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
文

の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講師：林
はやしや
家木

き
久
く
蔵
ぞう
さん

行 政 ニ ュ ー ス



第
２
次
行
政
改
革
の
効
果
が
、
５
年
間
で
18
億
円
に

５
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
、
第
２
次
行
政
改
革
の
主
な
内
容
と
削
減
効
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■ ５年間で職員数94人削減
■ 民間公募の指定管理者制度の導入
  ・あけの元気館、図書館
■ 公共施設適正配置の検討
  ・公共施設白書の策定
  ・公共施設適正配置指針の策定

第２次行政改革の主な取り組み

■ 収納事務・支払事務の効率化
  ・口座振替申込書の様式統一
  ・コンビニ収納の導入
  ・納税コールセンターの設置
■ 行政評価システムの導入
■ 入札制度の見直し

72

70

68

66

64

62

60

58

56

74
（億円）

72.7

70.1

67.7
66.8

62.1

60.6

959

945

923

889
888

980

960

940

920

900

880

860

840

820

800

（人）

.........................................................................................

865
........

94人減

21年度 26年度25年度24年度23年度22年度

効　果　額 2.6 億円 ５億円 5.9 億円 10.6 億円
25年度24年度23年度22年度 5年間の合計

36.2 億円
26年度
12.1 億円

第２次行政改革

　

筑
西
市
の
行
政
改
革
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
次
行
政
改
革
（
平
成
18
年
度

〜
21
年
度
）
で
は
、
財
政
構
造
の
健

全
化
に
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
、
歳
出
削
減
に

よ
る
総
体
的
な
事
業
規
模
の
縮
小
を

招
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
２
次
行

政
改
革
（
平
成
22
年
度
〜
26
年
度
）

で
は
、「
量
か
ら
質
の
行
革
へ
の
転

換
」
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
筑
西
市

の
創
造
」
を
目
標
に
掲
げ
、
事
務
事

業
の
簡
素
合
理
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
約

36
億
円
の
人
件
費
の
削
減
効
果
を
生

み
ま
し
た
が
、
委
託
料
な
ど
の
物
件

費
や
企
業
会
計
・
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
の
歳
出
が
増
加
し
、
５
年

間
の
累
計
で
は
約
18
億
円
の
効
果
と

な
り
ま
し
た
。

54.0

90

80

70

60

50

40

30

20

（億円）

21年度 26年度25年度24年度23年度22年度

74.272.9
78.8

73.5
70.1

30.9

70.571.7
68.8

47.3
42.2

投資的経費
扶助費

　　

筑
西
市
で
は
、
今
後
も
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
介
護
・
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
費
（
扶
助
費
）

や
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維

持
補
修
費
（
投
資
的
経
費
）
な
ど
の

増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
徹
底
し
た
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

第
３
次
行
政
改
革
（
平
成
27
年
度

〜
31
年
度
）
で
は
、「
行
政
を
経
営

す
る
」
と
い
う
概
念
を
強
く
意
識
し

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
市

民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
適
配
分
す

る
と
と
も
に
、
価
値
あ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

構
築
し
、
将
来
を
見
据
え
た
行
政
経

営
を
戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
課 

内
線
３
１
７

職員数・人件費の推移

扶助費・投資的経費の推移

量
か
ら
質
の
行
革
へ

将
来
を
見
据
え
た
行
政
経
営
を
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健康 

いきいき
健康健康

　「
冬
の
感
染
症
」
と
聞
い
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
ん
な
病
気
、
症
状
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
特
に
気
を
つ
け
た
い
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

感
染
力
が
格
段
に
強
く
、
症
状
も

冬
の
感
染
症
に

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

問
保
健
予
防
課 

☎
22-

０
５
３
５

重
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
つ

う
の
風
邪
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
ま

す
。
流
行
性
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
流

行
が
始
ま
る
と
短
期
間
に
多
く
の
人

へ
感
染
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
例
年
12

月
か
ら
３
月
頃
に
流
行
し
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
力
の
弱
っ

て
い
る
人
な
ど
は
症
状
が
重
く
な
り

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　　　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
38
度
か
ら
39
度
の
突
然
の
発
熱　

②
悪
寒　

③
頭
痛　

④
全
身
の
だ
る

さ　

⑤
関
節
や
筋
肉
の
痛
み　

⑥
せ

き
や
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み　

な
ど

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に

は
、
次
の
よ
う
な
毎
日
の
習
慣
が
大

切
で
す
。

①
手
洗
い
…
接
触
に
よ
る
感
染
予
防

に
は
も
っ
と
も
効
果
的
で
す
。

②
加
湿
…
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
乾
燥

を
好
む
た
め
湿
度
は
50
％
か
ら
60
％

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
う
が
い
…
の
ど
に
湿
り
気
を
あ
た

え
、粘
膜
の
抵
抗
性
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
市
で
は
、
小
児
と
高
齢
者
に

対
し
、
予
防
接
種
（
任
意
接
種
）
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 
　
　
　
　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や
食
品

な
ど
を
介
し
て
感
染
し
、
人
の
小
腸

で
増
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
11
月
か

ら
徐
々
に
増
え
て
１
月
か
ら
２
月
頃

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
感
染
症
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
と
い
っ
た
症
状
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
１

日
か
ら
２
日
続
い
て
回
復
し
ま
す

が
、
ま
れ
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、

あ
な
ど
っ
て
は
な
ら
な
い
感
染
症
と

い
え
ま
す
。

　

嘔
吐
物
や
糞
便
に
多
量
の
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
①
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後

に
は
必
ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
の
あ
る

人
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
な
あ
に
？

も
し
か
し
た
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
調
理
の
際
に
は
、
③
加
熱

が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
し
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
④
使
っ
た
調
理
器
具
な
ど

は
必
ず
洗
浄
、
殺
菌
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
目
安
で
す
。

①
熱
湯
あ
る
い
は
蒸
気
消
毒
の
場
合

…
85
度
以
上
で
１
分
以
上
加
熱

②
塩
素
系
消
毒
剤
（
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
の
場
合
…
食
器
・
衣
類

な
ど
の
消
毒
に
は
０･

０
２
％
の
濃

度
で
約
10
分
つ
け
置
き
。
嘔
吐
物
や

糞
便
な
ど
の
処
理
を
す
る
時
に
は
０

･

１
％
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
の
食
中
毒
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

予
防
に
は
毎
日
の
習
慣
が
大
切

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法
は

覧
く
だ
さ
い
。

　大
だいこくじ

谷寺の境内に位置する、
茅
かやぶき

葺屋根の小さなお堂です。
　正面妻側には一間の向

こうはい

拝が
あり、建物全体に装飾が少な
いのが特徴です。間口３メー
トル、奥行 3.9 メートル。
　大谷寺 18 世日咸上人のとき
に再建されたという棟札があ
り、棟札には「延

えんきょう

享四年（1747）
丁
ひのと

卯
う

十一月十三日成就、奉建
立御堂発願当村中大谷山十八
世日咸、大工結城伝之丞、灰
塚六兵衛」とあります。

探訪 筑西市の

文化財

虚
こ

空
く

蔵
ぞ う

堂
ど う

　市指定文化財（建造物）
　昭和 56 年１月１日指定
　江戸時代
　所在地：大谷地内

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

9
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たくさんの家族連れでにぎわう　～関城商工まつり
　秋晴れの清々しい陽気の 11月３
日、ペアーノ（市生涯学習センター）
南側特設会場で筑西市商工会（大

おおはた
畑

良
よし お
雄会長）・関城商工まつり実行委

員会（中
なかむら
村勝

か つ み
美実行委員長）主催の

「関城商工まつり」が開催されました。
　ステージでは、上杉京子さんによ
る歌謡ショーをはじめ、関城よさこ
いソーラン隊によるダンス、商工会
ラッキー抽選会などが、広場では地
元物産の販売などが行われ、訪れた
家族連れを楽しませました。

鬼怒小貝漁協が鬼怒川で
鮭の捕獲・採卵を実施

　鮭が遡上する11月、鬼怒小貝漁業
協同組合（中

なかがわ
川行

ゆきお
雄組合長）が鬼怒川

で、鮭の捕獲・採卵を実施しました。
同漁協では60年程前から、鮭を捕獲・
採卵し、ふ化させた稚魚を放流する
事業を行っています。９月の水害の
影響が心配されましたが、無事捕獲・
採卵することができました。なお、
一般の人の捕獲は禁止されています。

自分たちのまちを守る
～富士見町自主防災会

　富士見町自主防災会（渡
わたなべ
邉康

こう
会長）

は、11月１日、学校法人細谷学園
細谷高等専修学校で、ＡＥＤを用い
た救急救護訓練や、煙体験、消火器
での初期消火訓練などの防災訓練を
行いました。
　参加者は疑問点を質問するなど真
剣に講習を受け、いつ起こるか分か
らない災害に備えました。

動いて食べて健康づくり
協和健康まつり

　10 月 25 日、協和の杜体育館
を会場に、協和健康づくり友の会
（中

なかじまかずこ
島和子会長）と健康まつり実行

委員会の主催による「協和健康まつ
り」が開催されました。
　この日は、市の健康づくり事業
を指導している大阪大学大学院の
磯
いそひろやす
博康教授や筑波大学の山

やまぎしかずまさ
岸良匡講

師も参加。来場者は、各種体操や救
急救命体験、血管年齢測定などの健
康チェック、食生活改善用の味噌汁
試食などを通して、健康づくりにつ
いて楽しく学びました。

喫煙・薬物乱用の恐ろ
しさを知ろう

　協和中学校（寺
てらさき
﨑勝

か つ み
美校長）は

10月８日、２年生と教師を対象に
薬物乱用防止教室、１年生と保護者
を対象に喫煙防止教室を、協和ライ
オンズクラブ（横

よこやま
山浩

こう や
也会長）の協

力を得て開催しました。
　喫煙防止教室では、喫煙が薬物乱
用の入口になっていることを学び、
薬物乱用防止教室では、見る・聞く
だけでなく、クラスごとに分かれて
話し合い、発表しました。生徒たち
は、自分たちで考えを発言し、より
深く薬物の恐さを学びました。

まちのわだいまちのわだい
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女性の生き方を考えよう
～はらんきょうの会

　11 月１日、はらんきょうの会
（加

かと う
藤由

ゆ み こ
美子代表）主催による映画

『何を怖れる～フェミニズムに生き
た女たち』試写会＆上野千鶴子トー
クが中央図書館で行われました。
　試写会後の社会学者・上野千鶴子さ
んのトークショーでは、女性の生き方
などについて参加者と意見交換が活
発に行われ会場は盛り上がりました。

真岡線の各駅で
ＳＬを見送るコンサート

　11月３日、駅周辺地域の活性化
や真岡鐵道ＳＬのＰＲのため、真岡
線沿線の主な駅で吹奏楽の演奏が行
われる「吹奏楽ｉｎコットンウェイ
2015」が開催されました。
　始発駅の下館駅ホームでは、下館
一高吹奏楽部の生徒 35人が「銀河
鉄道 999」などを演奏し、乗客ら
を楽しませました。

未婚男女に出会いの場を
　　婚活支援「赤い糸」

　11月８日、アルテリオで、婚活
支援団体赤い糸（淀

よどなわ
縄光

てる こ
子会長）主

催の婚活交流会が行われました。
　赤い糸は、市内で婚活を行う男女
を支援しようと、今年６月に発足し
たボランティア団体です。交流会に
は、男性23人、女性17人が参加し、
なごやかな雰囲気の中で未来のパー
トナーを探しました。

豊作を祝って
肥土（本郷）の小祭

　10月18日、関本本郷集落センター
で関本肥土まつり実行委員会（岩

いわさき
﨑

浩
ひろゆき
幸代表）主催により、「第３回肥土

（本郷）の小
こまち
祭」が開催されました。

　雅楽奏者の中村かほる氏による
ワークショップのほか、お囃

はやし
子や紙

切り芸などのイベントや、肥土名物
ニラうどんの提供があり、訪れた観
光客や地元の人でにぎわいました。

勤行川沿いに秋桜の道
が広がる

　河間地区の勤行川東岸沿いに、勤
行川の花と緑とホタルと鮭を守る会
（早

はやせ
瀬勤

つとむ
代表）のみなさんが育てた

秋桜が、10月下旬に満開となりま
した。蒔田橋から上流赤井戸堰まで
の約 1.5 キロメートルにわたって、
赤、白、桃色の花が咲き広がり、ま
るで花の道の上を歩いているような、
幻想的な気分にさせてくれました。

おいしいさんまを食べ
て地域を元気に！

　10月 24日、「第８回しもだて夜
市」が、下館商工会議所青年部ＯＢ
有志「意志の会」（木

き し ろ
城弘

ひろあき
明代表）

主催により、羽黒神社境内などで行
われました。
　さんまを配付し寄附を募るさんま
祭りや各団体の発表、出店などたく
さんの催しに、会場は大勢の家族連
れなどでにぎわいました。
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大
村
小
学
校

伊
讃
小
学
校
児
童
数　

１
７
３
人

※氏名は敬称略

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
大
工

に
な
る
こ
と
で
す
。
地
震
で

も
壊
れ
な
い
家
を
建
て
て
、

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
る
こ
と

で
す
。
服
と
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
な
の
で
、
そ
れ
を
生

か
し
、夢
を
叶
え
た
い
で
す
。

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
科
学

者
に
な
る
こ
と
で
す
。
科
学

者
に
な
っ
て
、
み
ん
な
の
生

活
に
役
立
つ
も
の
を
た
く
さ

ん
造
り
た
い
で
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
小
説

家
に
な
る
こ
と
で
す
。
読
者

を
勇
気
づ
け
た
り
笑
顔
に
し

た
り
し
て
、
世
界
中
の
人
に

幸
せ
を
届
け
た
い
で
す
。

古
ふるはし

橋　駿
しゅんすけ

佑

田
たぐ ち

口　慶
けいと

人

松
まつもと

本　愛
あい

横
よこ た

田　朋
ともや

哉

木
きのした

下　莉
り さ

瑳

中
なかじま

島　明
あ す か

日香

江
え だ

田　智
ともや

哉
　
僕
の
夢
は
、
学
校
で
音
楽

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

大
好
き
な
ピ
ア
ノ
と
エ
レ
ク

ト
ー
ン
の
演
奏
を
み
ん
な
に

聴
い
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
航
空

機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な
る
こ

と
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
を

色
々
な
国
へ
連
れ
て
行
っ
て

あ
げ
た
い
で
す
。

小
こ や の

谷野　和
わかな

奏
　
私
の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

に
な
る
こ
と
で
す
。
た
く
さ

ん
の
人
を
笑
顔
に
し
、
幸
せ

な
気
分
に
な
る
よ
う
な
ス

イ
ー
ツ
を
作
り
た
い
で
す
。

　
私
の
夢
は
、
薬
剤
師
に
な

る
こ
と
で
す
。
手
術
し
な
い

で
病
気
を
治
す
薬
を
研
究

し
、
み
ん
な
に
信
頼
さ
れ
る

薬
剤
師
に
な
り
た
い
で
す
。

高
たかだ

田　隼
はやと

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
病
気

の
研
究
を
す
る
こ
と
で
す
。

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
病

気
の
治
療
法
を
研
究
し
、
多

く
の
人
を
助
け
た
い
で
す
。

児
童
数　

２
８
５
人

飯
いいだ

田　琴
ことみ

美

６年生が描くぼくの未来・わたしの未来

マイ   ドリームマイ   ドリーム

　

私
の
夢
は
、
保
育
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
小
さ
い
子
ど

も
た
ち
と
絵
本
を
読
ん
だ
り

遊
ん
だ
り
し
て
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
毎
日
に
し
た
い
で
す
。

59
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わ が 家 の
ア イ ド ル

　平成 27年２月生まれ
のお子さんの写真を募集
しています。写真裏面に
①お子さんの氏名・ふり

がな・生年月日・性別②保護者氏名・
郵便番号・住所・電話番号を明記し、
12月 25日（金）までに広報広聴課へ。

ちゃん須
す と う

藤  望
み ゆ

友
12 （石原田）  月  日生１

ちゃん小
お じ ま

島  香
か り ん

凛
12 （川連）  月  日生２

細
ほそかわ

川  怜
れ あ

亜ちゃん

12 （玉戸）  月  日生２

ちゃん清
せいみや

宮  柚
ゆ ず は

葉    
（西方）12  月    日生29

ちゃん髙
たかまつ

松  莉
り こ

子  
（二木成）12  月    日生29

くん宮
みやもと

本  怜
れ お

旺
（栗島）12  月    日生30

ちゃん中
なかむら

村  彩
あ や の

乃
（みどり町一丁目）12  月    日生31

くん高
たかやま

山  湊
み な と

翔
（女方）12  月    日生23

ちゃん飯
いいやま

山 ひかる
（外塚）12  月    日生24

ちゃん熊
くまがい

谷  沙
さ え

笑
（下川島）12  月    日生24

くん三
み う ら

浦  侑
ゆ う ま

馬
（玉戸）12  月    日生26

くん赤
あかおぎ

荻　樹
たつき

（二木成）12  月    日生27
ちゃん箱

はこもり

守  聖
せ い ら

羅
（稲荷）12  月    日生27

くん谷
や が い

貝 淳
じゅんいちろう

一郎
（岡芹）12  月    日生19

くん飯
いいじま

島  大
ひ ろ と

翔
（市野辺）12  月    日生22

ちゃん大
お お き

木 優
ゆ い

衣
（下岡崎二丁目）12  月    日生22

ちゃん野
の ざ わ

澤  結
ゆ い か

花
（井出蛯沢）12  月    日生22

くん谷
や な か

中  一
いっせい

晟
（落合）12  月    日生22

ちゃん山
やまぐち

口  叶
と あ

愛
（辻）12  月    日生22

関
せきぐち

口 妃
ひ な の

奈乃ちゃん

（小栗）12  月    日生12
ちゃん古

こ や

谷 妃
ひ ま り

茉莉
（西谷貝）12  月    日生16

ちゃん高
たかざわ

澤  知
ち か

花
（下川島）12  月    日生16

くん佐
さ と う

藤  一
い ち ろ

路
（国府田）12  月    日生18

くん鈴
す ず き

木  杏
あんじゅ

寿      
（中上野）12  月    日生18

ちゃん大
おおやま

山　杏
あん

（下中山）12  月    日生19

くん鶴
つ る み

見  健
け ん と

人
12 （幸町二丁目）  月  日生４

くん関
せき

　絢
あ や と

冬
12 （布川）  月  日生８

岩
いわさき

崎  蓮
れ ん じ

司くん

（伊佐山）12  月    日生10

（石原田）

くん藤
ふ じ た

田  駿
しゅんと

翔
（横島）12  月    日生10

小
お が わ

川  和
か ず は

葉ちゃん

（下中山）12  月    日生12

（玉戸）

篠
しのざき

崎  大
ひ ろ と

翔くん

（桑山）12  月    日生12



◉
中
央
図
書
館

【
映
画
会
】

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
日
）
午
後
２
時
〜　
▼
場

所
＝
視
聴
覚
室　
▼
上
映
作
品
＝『
ク
リ
ス
マ
ス・

キ
ャ
ロ
ル
』（
69
分
、
字
幕
）

【
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）

午
後
２
時
〜
３
時　

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室

▼
内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ　

※
申
込
不
要

【
朗
読
会
「
竹
取
物
語
・
再
発
見
③
・
④
」】

▼
日
時
＝
第
３
回
：
12
月
26
日
（
土
）
／
第
４
回
：

27
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜　
▼
場
所
＝
視
聴

覚
室　

▼
内
容
＝
古
典
『
竹
取
物
語
』
朗
読
会
。

第
３
回
：
天
皇
の
求
婚
、
第
４
回
：
か
ぐ
や
姫
の

月
へ
の
帰
還　
※
申
込
不
要

◉
明
野
図
書
館

【
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ク
ラ
ブ
】

▼
日
時
＝
12
月
２
日
・
16
日
（
水
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時　
▼
内
容
＝
視
聴
覚
室
を
幼
児
と
保
護

者
に
開
放
し
ま
す
。
幼
児
向
け
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
午
前
中
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
あ
り
ま
す
。

【
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
11
時
30

分　
▼
場
所
＝
視
聴
覚
室　
▼
内
容
＝
歌
や
手
あ

そ
び
、
読
み
聞
か
せ
な
ど　
※
申
込
不
要

中 央 図 書 館明 野 図 書 館

お
す
す
め
本
紹
介

ビジュアル日本のお金の歴史ー江戸時代ー

著／岩橋　勝【ゆまに書房】

お金の歴史を通じて、人々の暮らしや経済の仕組
みを紹介。三貨制度、改鋳のねらい、近代貨幣の
めばえなど、江戸時代のお金について、豊富なカ
ラー図版とともにわかりやすく解説する。

すべての仕事は「肯定」から始まる
著／丸山　俊一【大和書房】
「肯定」こそが、仕事を進めるにあたって大事なファー
ストステップ。ＮＨＫの異色教養番組のプロデュー
サーが、「まず受け入れてみよう」という、いつも大
事にしている姿勢をメッセージとして送る。

世界一おもしろい数の本
文／カリーナ・ルアール、フロランス・ピノー
絵／ジョシャン・ジェルネール　訳／南條　郁子【ポプラ社】
読むと算数・数学が好きになる！かわいいイラス
トとともに、美しく奥深い「数の世界」をご案内。
単なる知識ではない、数学に関するセンスを磨き、
より深く広い「数学脳」を育む本。

著／和田　義弥　監修／今井　和夫【地球丸】
ニワトリは、田舎の自給的暮らしに欠かせない生
き物。ヒナの入手から飼い方まで、ニワトリとの
暮らしを実現させるためのノウハウを紹介する。
ニワトリと暮らす人々のライフスタイルも掲載。

ニワトリと暮らす

【
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
・
場
所
＝

12
月
13
日（
日
）午
後
２
時
〜
・
児
童
室

12
月
20
日（
日
）午
後
２
時
〜
・
視
聴
覚
室

【
映
画
会
】

▼
日
時
＝
12
月
23
日
（
水
・
祝
）
午
前
10
時
〜　

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室　
▼
上
映
作
品
＝『
マ
ダ
ム・

イ
ン
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
』（
１
３
４
分
、
字
幕
）

◉
年
末
年
始
の
休
館
の
お
知
ら
せ

　
12
月
28
日
（
月
）
〜
平
成
28
年
１
月
４
日
（
月
）

の
間
、
図
書
館
は
休
館
と
な
り
ま
す
。
休
館
中
の

本
の
返
却
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
（
返
却
口
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
※
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
や

市
外
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
資
料
は
、
開
館
日

に
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

◉
中
央
図
書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
貸
出
期

間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
中
央
図
書
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
利

用
申
込
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
、
平
成

28
年
４
月
以
降
の
ご
利
用
よ
り
、
貸
出
期
間
を
最

長
１
か
月
か
ら
２
週
間
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

関
城
分
館

協
和
分
館

☎
24

－

３
５
３
０

☎
52

－

２
４
６
６

☎
37

－

６
６
２
６

☎
57

－

２
５
１
５

（
下
岡
崎
１

－

11

－

１
）

（
海
老
ヶ
島
２
１
２
０

－

７
）

（
関
本
上
１
４
７
０
）　

（
門
井
１
９
６
２

－

２
）

12
月
の
休
館
日

問
い
合
わ
せ

７
日
・
14
日
・
21
日
（
月
）、
28
日
（
月
）
〜

平
成
28
年
１
月
４
日
（
月
）

日（
日
）午
後
２
時
〜
・
児
童
室
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仁
にへい
平　幸

ゆきこ
子 さん（下高田）

早朝の澄んだ空気の中で行
われる太極拳を見て、心地良
さを感じました。健康のため
に私も始めようと思います。

　　

中
国
で
生
ま
れ
た
健
康
法
と
し
て
、
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
る
太
極
拳
。
県
内
で
現
在
、

お
よ
そ
５
，
５
０
０
人
が
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
下
館
小
学
校
校
庭
と
下
館
武
道
館
１
階
で

太
極
拳
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
、
そ
れ
ぞ
れ

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

指
導
を
し
て
い
る
の
は
、
本
城
町
在
住
の

宮み
や
も
と本
博ひ

ろ
よ
し好
さ
ん
。
宮
本
さ
ん
は
、
長
く
下
館
工

業
高
校
の
教

壇
に
立
ち
、

総
和
工
業
高

校
の
校
長
を

務
め
た
方

で
、現
在
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
健
康
太
極
拳
協
会
茨
城
県
支

部
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
極
拳
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か

　

下
館
小
学

校
の
校
庭
で

毎
日
開
か
れ

て
い
る
早
朝

太
極
拳
練
習

に
は
、
約
30

人
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

本
来
の
太

極
拳
に
は

１
０
８
も
の

動
作
が
あ

り
、
習
得
す
る
の
が
非
常
に
難
し
く
、
日
本

の
ラ
ジ
オ
体
操
の
よ
う
に
誰
も
が
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
中
国
で

は
、
24
の
動
作
に
簡
素
化
し
た
二
十
四
式
太

極
拳
を
制
定
し
た
そ
う
で
す
。
日
本
で
は
、

楊よ
う
め
い
じ

名
時
さ
ん
（
中
国
山
西
省
生
ま
れ
の
太
極

拳
師
家
）
が
１
９
６
０
年
代
に
二
十
四
式
を

紹
介
し
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

簡
素
化
さ
れ
た
二
十
四
式
で
す
が
、
そ
れ
で

も
簡
単
に
習
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
覚

え
る
に
は
一
年
く
ら
い
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

下
館
小
学
校
の
早
朝
太
極
拳
練
習
で
は
、

地域のテーマを市民の目線で

市 民 記 者 の ペ ー ジ
中
国
で
生
ま
れ
た
健
康
法

県
内
だ
け
で
５
，
５
０
０
人
が
実
践
す
る
健
康
法
・
太
極
拳

下
館
小
学
校
の
校
庭
と
下
館
武
道
館
で
行
わ
れ
て
い
る
太
極
拳
を
紹
介
し
ま
す

日本健康太極拳協会茨城
県支部長の宮本さん

太
極
拳
の
他
に
、
中
国
武
術
の
一
種
で
あ
る

鞭べ
ん
が
ん杆

も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
鞭
杆
と
は
、

元
々
は
山
岳
地
帯
に
住
む
羊
飼
い
が
持
っ
て

い
た
杖
の
こ
と
を
指
し
、
棒
を
使
い
な
が
ら

太
極
拳
の
よ
う
に
体
を
動
か
す
も
の
で
す
。

　

下
館
武
道
館
で
開
か
れ
て
い
る
太
極
拳
教

室
で
は
、
そ
の
他
に
八

は
ち
だ
ん
に
し
き

段
錦
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
八
段
錦
は
、
中
国
古
来
の
導
引
術
を

源
と
す
る
調
身
・
調
息
・
調
心
を
図
る
気
功

健
康
法
で
、
呼
吸
法
に
合
わ
せ
て
８
つ
の
型

を
行
い
ま
す
。
呼
吸
に
あ
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り

動
く
の
で
、
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

　

太
極
拳
を
長
年
続
け
て
い
る
み
な
さ
ん
に

聞
く
と
、「
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
っ
た
」「
足

腰
が
丈
夫
に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。
日
本

の
医
学
界
に
お
い
て
も
、
日
本
呼
吸
器
ケ
ア

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
が
、
市
民
公
開

講
座
で
「
楊
名
時
八
段
錦
・
太
極
拳
で
生
き

生
き
と
」
と
題
し
太
極
拳
の
効
果
を
発
表
す

る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

下
館
小
学
校
校
庭
の
早
朝
太
極
拳
練
習
は

毎
朝
６
時
半
か
ら
、
誰
で
も
自
由
に
、
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、

あ
な
た
も
太
極
拳
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

下館小学校校庭で行われている早朝太極拳練習

あ
な
た
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

太
極
拳
と
八
段
錦
、
鞭
杆
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第
55
回
茨
城
県
少
年

剣
道
大
会

８
月
16
日

石
岡
市
運
動
公
園

体
育
館

団体戦　優　勝　下館士徳会
　熊木隆汰（竹島小５年）　遠藤賢斗（下館小６年）
　椙本遥希（下館小５年）　坂入玲央（中小６年）
　相原双葉（中小６年）

第
55
回
糸
東
会
全
国
選
手
権
大
会

８
月
22
日　

大
阪
市
中
央
体
育
館

準
優
勝　
小
学
５
年
形
の
部

　

松
本
悠
空
（
関
城
東
小
）

第
１
回
北
関
東
オ
ー
プ
ン
Ｊ
ｒ

空
手
道
大
会

７
月
19
日　

結
城
市

か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館

優　勝　女子組手　仁平花梨（川島小４年）
３　位　女子組手　川田梨真（川島小３年）
　　　　女子形　　神谷咲姫（川島小２年）

第
１
回
Ｊ
Ｋ
Ａ
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア

ニ
ア
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会

８
月
22
日　

イ
ン
ド
ア
ス
タ
ジ
ア

ム
・
フ
ァ
マ
ー
ク
（
タ
イ
）

優　
勝　
14
歳
男
子
形
の
部

　

鈴
木
勇
憂
（
下
館
中
２
年
）

SPORTS

第
5
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
冬
季
大
会
県
決
勝
大
会

９
月
19
日　

常
陸
大
宮
市
西
部

総
合
公
園
体
育
館

優　
勝　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
（
全
国
大
会
出
場
）

個人組手
準優勝（全国大会出場）
　　　　上野悠太（明野中３年）
敢闘賞　松崎大将（明野中２年）　皆川唯真（明野中１年）
個人形
準優勝　倉持海斗（明野中２年）
第３位　星野友希（明野中１年）
団体組手
優　勝（全国大会出場）
　　　　上野悠太（明野中３年）　皆川凌真（明野中３年）
　　　　松崎大将（明野中２年）　倉持海斗（明野中２年）
　　　　横田大樹（明野中２年）

第
20
回
茨
城
県
中
学
校

空
手
道
選
手
権
大
会

６
月
21
日　

牛
久
市
総
合

運
動
公
園
体
育
館

個人戦
優　勝　吉﨑聖治（竹島小４年）
準優勝　椙本遥希（下館小 5 年）　大道寺一将（下館小４年）
３　位　遠藤叶美（下館小４年）
敢闘賞　坂入玲央（中小 6 年）　　熊木隆汰（竹島小５年）
　　　　小林明夏（中小３年）
団体戦
準優勝　下館士徳会 B
　　　　橋本晃汰（下館小 5 年）　田﨑彩名（下館士徳会）
　　　　町田巧弥（下館小 6 年）　吉﨑聖治（竹島小４年）
　　　　小堀彩伽（下館士徳会）
３　位　下館士徳会Ａ
　　　　熊木隆汰（竹島小５年）　遠藤賢斗（下館小６年）
　　　　椙本遥希（下館小５年）　坂入玲央（中小６年）
　　　　相原双葉（中小６年）

第
21
回
桜
川
市
大
和
近
隣

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

交
流
大
会

10
月
11
日

桜
川
市
大
和
体
育
館
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（
氏
名
は
敬
称
略
）

SPORTS

第
32
回
全
日
本
空
手
道
選
手

権
大
会

８
月
23
日

墨
田
区
総
合
体
育
館

武
道
場

優　勝　中学男子の部　鶴見佳緯（明野中３年）
　　　　小5男子の部　坂本竜徳（川島小）
準優勝　小４男子の部　早川貴也（一狼塾）

Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
５（
空
手
）

９
月
６
日　

Ｂ
ｕ
ｍ
ｂ
東
京
ス

ポ
ー
ツ
文
化
館
（
江
東
区
）

準
優
勝　

　

岡
村
翔
洋
（
古
里
小
４
年
）

第
33
回
全
日
本
高
等
学
校

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会

８
月
２
日

大
宮
武
道
館
（
さ
い
た
ま
市
）

男
子
93
キ
ロ
超
級

優　
勝

　
須
藤
健
介
（
下
館
工
高
３
年
）

協
和
支
部
社
会
人
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
秋
季
大
会

９
月
27
日
・
10
月
４
日

協
和
球
場
ほ
か

優　勝　東蓮沼Ａ
準優勝　新治　　３位　栗崎　　敢闘賞　西蓮沼

講師：大平哲也 氏

市こころの健康づくり講演会［地域自殺対策事業］

笑
い
ヨ
ガ
体
験

も
あ
り
ま
す
！

■福島県立医科大学医学部疫学講座主任教授
■日本笑い学会理事　
※  NHK 総合テレビ「あさイチ」、テレビ朝日「モー
ニングバード」などに出演。笑いと健康との関連に
ついて研究を行い、全国各地で講演会を行っている。

　
　
好
評
に
つ
き
第
２
弾

［申込み・問い合わせ］
健康づくり課
☎２２－０５０６

定  員
先
着100人
（要予約）

も
あ
り
ま
す
！

12月14日［月］
 開場：午後１時15分／開演：１時30分
スピカ６階コミュニティプラザ

参
加
無
料

健康になる笑い術
教えます

1617



　

現
在
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、

８
月
下
旬
に
課
税
課
か
ら
申
請
書
な

ど
が
郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
そ
の
う
ち
に
…
」「
ま
だ
期
間
が

あ
る
か
ら
…
」
と
し
ま
い
込
ん
で
、

そ
の
ま
ま
お
忘
れ
に
な
っ
て
は
い
ま

せ
ん
か
。

　

ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
＝
平
成
28
年
２
月
19
日

（
金
）
ま
で　

※
申
請
期
間
を
過
ぎ

た
場
合
は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。

【
必
要
書
類
】

・
申
請
書
（
同
封
し
た
記
入
例
を
参

考
に
必
要
な
事
項
を
記
入
、
押
印
し

た
も
の
）

・
添
付
書
類
①
：
本
人
確
認
書
類
（
写

真
付
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
写
し
の
い

ず
れ
か　

※
右
記
が
な
い
場
合
保
険

証
の
写
し
）

・
添
付
書
類
②
：
受
取
口
座
の
金
融

機
関
名
、
口
座
番
号
、
口
座
名
義
人

（
カ
ナ
）
が
分
か
る
通
帳
な
ど
の
コ

ピ
ー　

※
昨
年
度
の
臨
時
福
祉
給
付

金
振
込
口
座
に
振
込
を
希
望
す
る
場

合
、
②
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
の
記
入
事
項
や
添
付
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
、
申
請
書
は
受
理

で
き
ず
、
支
給
決
定
も
で
き
ま
せ
ん
。

申
問
社
会
福
祉
課　
　

内
線
２
４
９

　

市
長
か
ら
障
害
者
に
準
ず
る
と
認

定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人
（
要
介
護

認
定
者
な
ど
）
は
、
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
場
合
で
も
、

所
得
税
や
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

申
告
が
必
要
な
人
は
申
告
の
前

に
、障
が
い
福
祉
課
又
は
各
支
所（
川

島
出
張
所
を
除
く
）
で
申
請
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
は
、
手
帳
に
よ
る
控
除
が
受
け

ら
れ
る
た
め
、
申
請
手
続
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▼
持
参
品
＝
印
鑑

問
障
が
い
福
祉
課　
　

内
線
２
９
５

　

母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
み
な
さ

ん
に
支
給
し
て
い
る
児
童
扶
養
手
当

を
、
12
月
11
日
（
金
）
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま

す
。

　

今
回
の
支
給
は
、
８
月
か
ら
11
月

ま
で
の
４
か
月
分
の
手
当
で
す
。

※
個
別
に
支
払
い
の
通
知
は
し
ま
せ

ん
の
で
、通
帳
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課　
　
　
　

内
線
２
５
６ 

Information

暮らしの

情報

本庁
☎ 0296-24-2111（代表）

筑西市下中山 732 番地１

関城支所
☎ 0296-37-6111（代表）

筑西市舟生 1040 番地

明野支所
☎ 0296-52-1111（代表）

筑西市海老ヶ島 1300 番地

協和支所
☎ 0296-57-2511（代表）

筑西市門井 1962 番地 2

2015

▶防災行政無線で放送した内容
を再度聞くことができます。
問消防防災課  ☎内線３６８・３６９

０１２０－０２９６－９９
フリーダイヤル

防 　 災 　 無 　 線
再 応 答 サ ー ビ ス

12.１

下

館

日時 12 月 14日（月）9:00 ～ 12:00

場所 ＪＡ北つくば下館北部低温倉庫

使用済み農業用
ビニール・ポリエチレンの収集
　次のとおり使用済み農業用ビニール・ポリエチ
レンの収集を行います。
　今回から新規で回収を希望する人、料金及び収
集可能な農ビ・農ポリ、荷造り方法、搬入時間な
どについては、お問い合わせください。

問農政課　☎２０－１１６１

開庁時間
午前８時 30 分～午後５時 15 分
※木曜日は午後７時まで（本庁のみ）

12 月の納期

納期限：12月25日（金）

固定資産税・都市計画税（４期）
問課税課  内線４４２

国民健康保険税（６期）
問医療保険課  内線２４１

後期高齢者医療保険料（６期）
問医療保険課  内線２４３

介護保険料（５期）
問介護保険課  内線２２１

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請

は
お
済
み
で
す
か
？

障
害
者
控
除
の
申
請
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

案

内
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す
。
電
子
申
告
し
た
人
に
は
、
プ
レ

申
告
デ
ー
タ
を
送
信
し
ま
す
。

【
今
回
初
め
て
申
告
す
る
人
】

　

申
告
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の

で
、課
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
書
の
提
出
期
限
＝
２
月
１
日

（
月
）
必
着
（
電
子
申
告
（
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
）
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。）

問
課
税
課 　

内
線
４
１
４
・
４
１
５

　

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
申
請
期
間

は
12
月
25
日
（
金
）
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
障
が
い
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
障
が
い
福
祉
課　
　

内
線
２
２
６

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
母
子
・
父
子

世
帯
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
又
は
保

護
者
の
親
と
同
一
世
帯
は
対
象
外
）

▼
受
付
場
所
＝
社
会
福
祉
協
議
会
本

所
及
び
支
所
（
本
所
の
み
土
曜
日
も

受
付
可
）

▼
申
込
期
間
＝
平
成
28
年
１
月
８
日

（
金
）
〜
２
月
10
日
（
水
）

▼
持
参
品
＝
住
民
票
謄
本

※
歳
末
援
護
金
受
給
申
請
済
の
人
は

申
請
不
要

申
問
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
22

－

５
１
９
１

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年

12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
12
月
４
日（
金
）か
ら
10
日（
木
）

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種

の
人
権
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
あ
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
人
に
も
あ
る

こ
と
を
理
解
し
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
人
権
推
進
課　
　
　

内
線
２
５
３

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

に
事
業
用
の
機
械
や
備
品
及
び
太
陽

光
発
電
設
備
な
ど
の
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
個
人
又
は
法
人
は
、
償

却
資
産
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
住
宅
の
屋
根
な
ど
に

あ
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
発
電
量
が

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
、
課

税
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
申
告
が

必
要
で
す
。

【
前
年
度
申
告
し
た
人
】

　

12
月
上
旬
に
申
告
書
を
送
付
し
ま

　

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
大

地
震
に
備
え
、
住
宅
の
耐
震
性
を
確

認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

専
門
的
な
知
識
が
な
く
て
も
簡

易
的
な
診
断
が
で
き
る
「
誰
で

も
で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.city.chikusei.lg.jp/new

s.
php?code=2337

）
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
建
築
課　
　
　

☎
20

－

１
１
７
７

　

県
税
事
務
所
で
は
、
主
に
次
の
２

種
類
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
申
請
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書
（
様
式
第
40
号
の
４
・
ア
）

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
未
納
の

な
い
こ
と
の
証
明
書
（
様
式
第
40
号

の
４
・
イ
）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
納
税
義
務

者
の
印
鑑
（
法
人
は
法
務
局
に
登
録

し
て
あ
る
代
表
者
印【
会
社
実
印
】）、

証
明
手
数
料
（
現
金
、
１
件
４
０
０

円
）、
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、

直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税
を

納
め
た
場
合
は
そ
の
領
収
書

問
茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
24

－

９
１
８
４

の利用期限についての利用期限について

ちっくんスーパー
プレミアム商品券

利用期限は平成 28年 1月 31日（日）
までとなっています。
利用期限終了後は無効になりますの
で、お忘れのないようご利用ください。
商品券の払い戻しはできませんので、
お手持ちの商品券は必ず期限までにお
使いください。
問商工観光課　☎５４－７０１１

　みなさまには大変ご迷惑をおかけし
ますが、ご協力をお願いいたします。

問土木課　☎２０－１１７３

■工期：平成28年３月31日（木）まで
■工事箇所：乙地内
■ 交通規制実施期間：工事進捗状況に
より順次規制

交通規制のお知らせ

片側通行区間

冨
士
美
橋

下
１
級
ー
37
号
線

国
道
２
９
４
号
線

五
行
川

真
岡
鐵
道

国道 50号線

至宇都宮

関東
鉄道

ＪＲ水戸線

水戸線下館構内冨士美こ線道路橋補修工事

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
申
請

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

「
人
権
週
間
」
で
す

28
年
度
小
中
学
校
児
童
生

徒
入
学
祝
品
に
つ
い
て

償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

お
住
ま
い
の
住
宅
の
耐
震
性

を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か

納
税
証
明
書
に
つ
い
て
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申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
下

館
支
部　

石
嶋　

☎
28

－

３
７
９
４

【
協
和
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
】

▼
日
時
＝
平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
内
容
＝
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

▼
申
込
期
限
＝
平
成
28
年
１
月
８
日

（
金
）
ま
で

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
協

和
支
部　

飯
村　

☎
57

－

２
５
７
０

【
あ
け
の
元
気
館
】

▼
日
時
＝
平
成
28
年
１
月
19
日（
火
）

【
学
習
支
援
と
仲
間
づ
く
り
】

▼
日
時
＝
12
月
26
日
（
土
）・
27
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
場
所
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
研
修
室
・
会
議
室
、
カ
フ
ェ
・
ピ
ー
チ

▼
内
容
＝
学
習
支
援
と
仲
間
づ
く
り

（
会
食
・
ふ
れ
合
い
タ
イ
ム
）

▼
指
導
者
＝
教
職
員
Ｏ
Ｂ

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
定
員
＝
50
人
（
市
内
在
住
の
小
学

生
）

▼
持
参
品
＝
筆
記
用
具
、
各
自
の
学

習
課
題
に
関
す
る
も
の　

▼
申
込
期
限
＝
12
月
21
日
（
月
）
ま

で

申
問
筑
西
は
ば
た
く
女
性
の
会　

笠
倉

☎
０
９
０

－

２
４
８
５

－

３
２
０
２

野
沢

☎
０
９
０

－

９
８
５
６

－
３
２
７
３

い
ず
れ
の
会
場
も
…

▼
対
象
＝
１
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護

者▼
定
員
＝
30
組
程
度

▼
参
加
費
＝
親
子
１
組
２
０
０
円

（
保
険
・
昼
食
込
）

【
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ア

ル
テ
リ
オ
）】

▼
日
時
＝
平
成
28
年
１
月
13
日（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
内
容
＝
食
育（
米
粉
の
パ
ン
作
り
）

▼
申
込
期
限
＝
平
成
28
年
１
月
８
日

（
金
）
ま
で

ＡＳＫスポーツクラブ館西
《バドミントン、卓球、ビーチボールバレー
などの軽スポーツ、ヨガ・バランスボール・
太極拳教室を行っています。見学大歓迎！》
【日時】12 月３・17・24日（木）、４・25日（金）
午後 7時～
【場所】下館総合体育館　
【年会費】小・中学生 4,000 円、高校生・一
般5,000円（保険料含む）　
【持参品】体育館用シューズ、運動のできる服装
申問ＡＳＫスポーツクラブ館西事務局
（下館総合体育館内）☎２８－５０４０

ミニ金屏風を作ろう！

新しい年を迎えるにあたり、お正月にふ
さわしい梅の花や富士山などの図案をも
とに、金屏風を作りませんか。
講師：谷中恭之氏
(新象作家協会会員・筑西市美術家協会会員)
日時：12月 20日 (日 ) 10:30 ～ 15:00 
会場：しもだて地域交流センター（アル
テリオ）２階クラフト室
参加費：500円 ( 材料費として )
申込期限：12月 13日 (日 )18：00まで

申問しもだて美術館　☎２３－１６０１

【申込み・問い合わせ】地域交流センター　☎２３－１６１６（月曜日休館）
※応募多数の場合は抽選。応募が少数の場合は、開催しないときがあります。

【申込み・問い合わせ】協和公民館　☎５７－２５１５（月曜日休館）

ファミリー教室
「クリスマスケーキをつくろう！！」
日時：12 月 13日（日）午前９時 30分
～正午　対象：小学生の親子（幼稚園児
の同伴可）定員：先着８組　費用：1,000
円　持参品：エプロン、三角巾、ふきん
2枚、飾り用果物、持ち帰り用大きめな
容器　申込期限：12 月８日（火）まで

おもしろ理科教室
「カイトをつくろう！！」
ビニルで凧をつくり、空高くあげてみよう !!
日時：12 月 19日（土）午前 10時～
正午　持参品：はさみ、セロハンテープ、
油性マジック　対象：幼児から小学生
までの 20組の親子　費用：200 円程
度　申込期限：12 月 15日（火）まで

小・中学生のための書初め書道
日時：平成 28年１月６日（水）午前
９時～正午　講師：下条蘭雪氏　対象：
市内の小学校３年生から中学校３年生
定員：14人　申込期限：12月16日（水）
まで

大粒いちごのロールケーキ
日時：平成28年 1月14日（木）午前９時
～午後１時30分　講師：萩原早苗氏　対象：
市内在住者又は市内在勤者　費用：材料費
800円程度　定員：20人　持参品：エプロン、
三角巾、マスク、布巾、台布巾、筆記用具
申込期限：12月 15日（火）まで 

おもしろ理科教室
～テレビでおなじみの空気砲を作ろう～
日時：平成 28年１月 16日（土）午前９
時～正午　講師：飛田隆久氏　対象：市内
の小学生と保護者　定員：30 組　持参品：
丸型寸胴のペットボトル（１．８リットル
前後）、絶縁ビニールテープ（１巻）、ゴム
風船（１個）、ガム布テープ（１個）、カッ
ター　申込期限：12 月 25日（金）まで 親子　美味しい簡単スコーン

日時：平成28年 1月 17日（日）午前
９時30分～午後１時　講師：宮本千枝
子氏 　対象：市内在住の親子　費用：
材料費600円程度　定員：10組　持
参品：エプロン、三角巾、マスク、布巾、
台布巾、筆記用具、お子様用上履き　
申込期限：12月 15日（火）まで

●地域交流センター

●協和公民館

公民館講座

オリジナル
ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ
！

ぼ
く
も
わ
た
し
も

親
子
で
学
び
、
楽
し
く
遊
べ

る
子
育
て
支
援
イ
ベ
ン
ト

募

集

20



♦市民病院♦

問市民病院医事企画課　☎２８－２２６１

12 月の健康講座
テーマ：～季節性インフルエンザ対策
～感染症ってなんだろう？
講師：モレーンコーポレーション　ＩＣ－Ｒ
　　　本多功知氏
　今年もインフルエンザが流行する季
節がやってきました。
　正しい手洗いのやり方など、演習を
含めた内容を予定していますので、ふ
るってご参加ください。
日時：12月16日（水）午後３時～４時
場所：筑西市民病院2階会議室（入場無料）

お知らせ

糖尿病教室

休日は救急対応の診察を行っています。
受診希望者は電話でお問い合わせくだ
さい。

テーマ：糖尿病のお薬
講師：筑西市民病院　薬剤師　粕田浩子
　お薬の特徴や注意点、よくある質問
など、お薬とうまくつきあうためのポ
イントをお話しします。
日時：12月 16日（水）午後２時
場所：筑西市民病院２階会議室（入場無料）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
イ
オ
ン
か
ら
の

提
供
品
有
り
）

申
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻

　
　
　
　
　
　
　

☎
30

－

１
７
０
０

【
12
月
６
日
（
日
）
市
民
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
市
役
所
本
庁
舎
前
・
午
前

８
時

【
12
月
６
日
（
日
）
さ
わ
や
か
ロ
ー

ド
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
】

▼
集
合
＝
関
城
体
育
館
前
・
午
前
８

時【
12
月
20
日
（
日
）
さ
わ
や
か
ロ
ー

ド
又
は
鎌
倉
七
切
通
し
ウ
ォ
ー
ク
】

（
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
主
催
）

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
問
筑
西
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク

ラ
ブ
連
合
会

　
　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

－

３
３
８
６

☎
０
８
０

－
１
０
９
０

－

５
７
４
８

【
生
涯
学
習
奨
励
単
位
認
定
事
業
】

　

27
年
度
シ
リ
ー
ズ
の
第
９
回
歴
史

講
話
を
開
催
。

▼
演
題
＝
無
上
の
師
を
得
た
男
た
ち

の
幸
せ

▼
講
師
＝
宮
本
朔
夫
氏
（
元
下
館
市

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
、
市
史
資

料
集
編
纂
委
員
）

▼
日
時
＝
12
月
15
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
内
容
＝
子
供
の
食
育
を
考
え
る
Ⅱ

調
理
実
習
（
子
ど
も
は
女
性
会
員
と

遊
ぶ
）

申
問
市
地
域
女
性
団
体
連
絡
会
明

野
支
部　

広
瀬　

☎
52

－

３
８
０
２

明
野
公
民
館　
　

☎
52

－

５
３
３
３

い
ず
れ
の
教
室
も
…

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
２
階
練
習
室

▼
定
員
＝
３
か
月
以
上
の
親
子
15
組

（
要
予
約
）

▼
費
用
＝
無
料

【
①
ぱ
く
ぱ
く
サ
ン
タ
さ
ん
を
作
ろ

う
♪
】

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
金
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

【
②
英
語
リ
ト
ミ
ッ
ク
】

▼
日
時
＝
12
月
16
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
な
ご
み　

北
原　

☎
０
９
０

－

８
８
１
６

－
９
９
９
６

【
12
月
２
日
（
水
）
下
妻
イ
オ
ン
館

内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
３
キ
ロ
）】

毎
月
第
１
水
曜
日
開
催

▼
集
合
＝
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー
ト

（
ゲ
ー
ト
Ｃ
と
Ｄ
の
中
間
）・
午
前
10

時

タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）

▼
定
員
＝
30
人
程
度

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
事
前
申
込

の
場
合
３
０
０
円
）

申
問
き
ら
め
く
筑
西
市
民
の
会

　
　

鳥
生　

☎
FAX
20

－
３
３
８
６

☎
０
８
０

－

１
０
９
０

－
５
７
４
８

　

市
民
活
動
の
合
同
発
表
会
を
行
い

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
日
）
午
後
１

時
開
場
／
午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
所
＝
ペ
ア
ー
ノ
（
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

▼
演
目
＝
「
魔
法
の
石
（
子
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
）」「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
踊
り
（
飛
龍
会
）」「
ダ
ン
ス
・

バ
レ
エ
・
ア
ー
ト
」

▼
入
場
無
料

問
川
口

☎
０
９
０

－

１
６
５
８

－

７
４
０
８

【
第
１
回
予
選
会
】

　

最
新
カ
ラ
オ
ケ
マ
シ
ー
ン
で
採
点

し
ま
す
。
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。

▼
日
時
＝
12
月
６
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
＝
し
も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
ア
ル
テ
リ
オ
）
１
階
集
会
室

▼
費
用
＝
１
曲
５
０
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）

▼
決
勝
（
予
定
）
＝
平
成
28
年
２
月

21
日
（
日
）

申
問
わ
っ
し
ょ
い
市
実
行
委
員
会

諏
訪　

☎
０
９
０

－

１
０
３
９

－

３
５
７
７

歴
史
講
話
（
筑
西
市
史
を

中
心
に
）
56

母
親
支
援
・
子
育
て
支
援

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン
グ

わ
っ
し
ょ
い
市
２
０
１
５

ち
く
せ
い
歌
う
ま
王
決
定
戦

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
５

イ
ベ
ン
ト

2021



　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
い
、

ア
ル
テ
リ
オ
前
広
場
で
５
０
０
を
超

え
る
キ
ャ
ン
ド
ル
に
火
を
灯
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
日
）
午
後
６

時
〜
８
時　

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
広
場　

▼
内
容
＝
午
後
６
時
〜
点
灯
式
／
午

後
６
時
30
分
〜
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

「
四
つ
竹
健
康
踊
り
」「
ビ
ン
ゴ
と
寄

せ
書
き
」「
合
唱
」

問
筑
西
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
協
議

会　

瀧
田

☎
０
９
０

－

８
０
４
６

－

４
３
０
７

　

民
謡
詩
吟
を
は
じ
め
、
尺
八
や
篠

笛
、
剣
詩
舞
な
ど
、
伝
統
芸
能
の

数
々
を
披
露
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（
土
）
正
午
開

場
／
午
後
０
時
30
分
開
演

▼
場
所
＝
ペ
ア
ー
ノ
（
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
）

問
市
文
化
協
議
会
（
文
化
課
内
）

☎
22

－
０
１
８
３

▼
日
時
＝
12
月
３
日
（
木
）
午
前
９
時
〜

▼
場
所
＝
ア
ル
テ
リ
オ
前
ま
ち
か
ど
広
場

▼
品
名
＝
味
噌
、
ひ
し
お
、
花
、
手

作
り
小
物
な
ど

問
筑
西
市
生
活
学
校　

八
幡

☎
22

－

２
３
６
５

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
土
）
午
前
９

時
30
分
開
場
／
午
前
10
時
開
演

▼
場
所
＝
明
野
公
民
館
大
ホ
ー
ル

（
イ
ル
・
ブ
リ
ラ
ン
テ
）

▼
上
映
作
品
『
ア
ナ
と
雪
の
女
王
』

▼
主
催
＝
青
少
年
育
成
筑
西
市
民
の

会
明
野
支
部
・
筑
西
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
明
野
支
部

問
生
涯
学
習
課　

☎
22

－

０
１
８
２

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ
と
筑
西
地
方

家
族
会
合
同
開
催
】

▼
日
時
＝
12
月
25
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

▼
対
象
＝
筑
西
市
、
結
城
市
、
桜
川

市
在
住
の
精
神
障
が
い
者
及
び
家
族

▼
場
所
＝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
大
ホ
ー
ル
（
小
林
）

▼
内
容
＝
バ
ン
ド
演
奏
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
、
カ
ラ
オ
ケ

▼
費
用
＝
３
０
０
円

▼
持
参
品
＝
３
０
０
円
程
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト

▼
申
込
期
限
＝
12
月
18
日
（
金
）
ま
で

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ　

☎
22

－

４
１
６
３

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
筑
西

ク
リ
ス
マ
ス
会

市
芸
術
祭　

民
謡
・
詩
吟

大
会
（
入
場
無
料
）

筑
西
市
生
活
学
校

日
用
品
即
売
会

親
子
映
画
会
『
ア
ナ
と
雪

の
女
王
』（
入
場
無
料
）

まちづくりカフェピーチ
★
以
外
は
「
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ
ピ
ー

チ
」
で
開
催

【
う
た
ご
え
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時

＝
12
月
４
日
（
金
）
午
前
10
時
〜　

▼

参
加
費
＝
２
０
０
円　

▼
持
参
品
＝
マ

イ
カ
ッ
プ
、
ス
リ
ッ
パ

【
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
金
）
午
前
10
時

〜　

▼
対
象
＝
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者　

▼
参
加
費
＝
５
０
０
円　

▼
定
員

＝
20
人　

▼
講
師
＝
檜
山
祐
子
氏　

▼

持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

【
ヨ
ガ
・
ピ
ー
チ
ひ
ろ
ば
】
▼
日
時
＝

12
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
〜　

▼
参

加
費
＝
５
０
０
円　

▼
講
師
＝
鯨
井
陽

子
氏　
▼
持
参
品
＝
バ
ス
タ
オ
ル

【
災
害
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
と
カ

フ
ェ
・
ピ
ー
チ
交
流
広
場
】
▼
日
時
＝

12
月
20
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜　
▼

内
容
＝
屋
内：コ
ー
ラ
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

オ
カ
リ
ナ
な
ど
の
発
表
／
屋
外
：
地
元
の

農
産
物
、
手
作
り
小
物
の
販
売
な
ど

【
★
ピ
ー
チ
楽
し
い
料
理
教
室
】
▼
日

時
＝
12
月
22
日
（
火
）
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　
▼
参
加
費
＝
１
，
０
０
０
円

▼
定
員
＝
15
人
（
要
予
約
）
▼
持
参
品

＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾　

▼
場
所
＝
し

も
だ
て
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ア
ル
テ

リ
オ
）

【
ピ
ー
チ
で
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
】
▼

日
時
＝
12
月
23
日（
水・
祝
）午
前
10
時
〜

▼
対
象
＝
年
中
〜
小
学
６
年
生
と
そ
の

保
護
者　

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
定
員

＝
親
子
15
組　
▼
持
参
品
＝
飲
み
物

【
親
子
で
お
い
し
い
ケ
ー
キ
作
り
】
▼

日
時
＝
12
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

▼
対
象
＝
年
中
〜
小
学
６
年
生
と
そ

の
保
護
者　

▼
参
加
費
＝
一
家
族
１
，

０
０
０
円　

▼
定
員
＝
親
子
10
組　

▼

持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ケ
ー

キ
を
入
れ
る
箱
（
20
㎝
×
20
㎝
以
上
）

飲
み
物

申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
の
保
健
室

☎
０
８
０

－

６
７
７
９

－

０
８
４
６

【
お
気
軽
ウ
ク
レ
レ
教
室
（
月
２
回
）】

▼
日
時
＝
12
月
１
日
・
15
日
（
火
）
午

後
２
時
〜
４
時
　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
（
ウ
ク
レ
レ
の

用
意
有
り
）

【
お
気
軽
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
教
室
】

▼
日
時
＝
12
月
８
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円　

▼
持
参
品
＝
ギ
タ
ー

【
た
ま
り
場
か
ふ
ぇ
「
朗
読
ラ
イ
ブ
」】

▼
日
時
＝
12
月
９
日
（
水
）
午
前
11
時

〜
午
後
５
時

【
ア
キ
ラ
の
説
法
カ
フ
ェ
】

▼
日
時
＝
12
月
11
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
も
っ
た
い
な
い
倶
楽
部
】

チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
作
ろ
う
。

▼
日
時
＝
12
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時

30
分
〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
お
手
軽
友
禅
染
遊
び
】

▼
日
時
＝
12
月
14
日
（
月
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
６
０
０
円

【
小
物
雑
貨
を
作
ろ
う
】

▼
日
時
＝
12
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
＋
実
費

【
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
】

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
金
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
＋
実
費

【
ギ
タ
ー
＆
ウ
ク
レ
レ
と
一
緒
に
歌
お

う
、
弾
い
て
み
よ
う
】

▼
日
時
＝
12
月
22
日
（
火
）
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
た
ま
り
場
か
ふ
ぇ
】

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
自
由
。

▼
日
時
＝
12
月
５
日
・
19
日
（
土
）、

２
日
・
９
日
・
16
日
（
水
）・
23
日
（
水
・

祝
）
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

問
小
松
﨑

　

☎
０
９
０

－

１
７
９
７

－

３
０
４
５

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
も
っ
た
い
な
い
倶
楽
部
】

チ
ュ
ニ
ッ
ク
を
作
ろ
う
。

▼
日
時
＝

30▼
参
加
費
＝
３
０
０
円

【
お
手
軽
友
禅
染
遊
び
】

▼
日
時
＝

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
６
０
０
円

【
小
物
雑
貨
を
作
ろ
う
】

▼
日
時
＝

〜
４
時　

▼
参
加
費
＝
３
０
０
円
＋
実
費

【
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
】

▼
日
時
＝

♪　た　ま　り　場　楽　校　♪

♪
対
象
＝
幼
児
・
児
童
・
保
護
者
♪

【
協
和
お
は
な
し
会
】

▼
日
時
＝
12
月
５
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
小
林　
　
　
　
　

☎
57

－

３
０
４
６

【
夢
く
ら
ぶ
】

▼
日
時
＝
12
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時

〜
３
時　

▼
場
所
＝
関
本
公
民
館
和
室

問
小
川　
　
　
　
　

☎
37

－

３
７
２
９

【
読
み
聞
か
せ
の
会
「
て
る
て
姫
」】

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
協
和
公
民
館
和
室

問
吾
妻　
　
　
　
　

☎
57

－

３
４
０
１

【
野
ば
ら
の
会
】

▼
日
時
＝
12
月
19
日
（
土
）
午
後
２
時

〜　▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー　

▼
作
品
＝
『
ま
め
う
し
の
ク
リ
ス
マ
ス
』

『
お
な
べ
と
こ
と
こ
』
ほ
か

問
鶴
見　
　
　
　
　

☎
24

－

８
３
７
６

【
あ
す
な
ろ
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
の
集
い
】

▼
日
時
＝
12
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時

〜　▼
場
所
＝
中
央
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー

ナ
ー　

▼
作
品
＝『
北
風
と
太
陽
』『
か
ぐ
や
姫
』

『
ス
イ
ミ
ー
』

※
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
開
催
。

問
手
面　
　
　
　
　

☎
24

－

４
５
４
７

【
え
ほ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会
】

▼
日
時
＝
12
月
24
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
〜　

▼
場
所
＝
い
ず
み
保
育
園
な
か
よ
し
文

庫　▼
作
品
＝
『
ま
ど
か
ら
の
お
く
り
も
の
』

『
が
ま
ん
の
ケ
ー
キ
』

問
未
来
ネ
ッ
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
24

－

８
０
７
０

読 み 聞 か せ
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相談日時 12 月 18日（金）午前 10時～正午

相談会場 協和ふれあいセンター（久地楽）

相 談 員 弁護士

予　　約
12 月４日（金）午前９時から、社会福
祉協議会（☎ 22-5191）で電話受付開始
（市内在住の人・定員５人、受付順）

＊要予約  ＊秘密厳守・無料 法律相談 （社協）

相談日時 相談会場 予約先

12 月８日（火）
午前９時～10時30分

筑西保健所 ☎ 24-3965

12 月 10日（木）
午後１時～３時

関城保健センター
健康づくり課
☎ 22-0506

12 月 21日（月）
午後３時～５時

筑西保健所 ☎ 24-3965

こころの健康相談 ＊要予約  ＊秘密厳守・無料

【相談日時】12 月 24日（木）午後１時～３時（法律相談は４時まで）
【場所】下館武道館３階（法律相談２階）

相談員 申込み

人権相談 人権擁護委員
（法務大臣委嘱） 事前申込不要

（当日来訪順受付）行政相談 行政相談委員
（総務大臣委嘱）

法律相談
（市内在住の人） 弁護士 ☆ 12 月 14 日（月）午前 9時から、広報

広聴課にて電話予約受付開始（先着８人）
人権相談…問人権推進課  内線２５３         ／  行政・法律相談…問 申広報広聴課  内線３１４

生活の困りごと相談（市）＊秘密厳守・無料

※要予約 ・秘密厳守 ・無料
▶日時＝ 12月 24日（木）
【専門相談】13:30 ～ 14:30
臨床心理士が相談を受け、対応など
について助言や情報提供を行います。
【家族教室】14:30 ～ 16:00
同じ悩みを持つ家族同士がひきこ
もりについて学び、交流を深め、解
決の糸口を見つける場です。
※家族教室への参加は、面接を行っ
てからとなります。
申問筑西保健所  ☎２４－３９６５

ひきこもり相談

地区 開　催　日 会　場

下館

12月１日・８日・15日・22日（火）
13:30～ 15:00 下館武道館１階

12月11日・25日（金）
13:30～ 15:00

地域交流センター集
会室（アルテリオ）

関城 12月１日・15日（火）
10:00～ 11:30

ペアーノ　
リハーサル室

明野 12月７日・21日（月）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

協和 12月２日・16日（水）
13:30～ 15:00

協和公民館
ホール

▶対象＝おおむね60歳以上　▶定員＝各先着30人
（※あけの元気館健康体操教室のみ先着20人）▶服
装＝動きやすい服装　▶持参品＝タオル、飲み物
問健康づくり課　☎２２－０５０６

シルバーリハビリ体操教室

生涯学習奨励単位／健康づくり奨励単位認定該当事業

▶対象＝ ｢均衡（バランス）のとれた体力づくり｣ に関
心のある人　▶定員＝各先着30人（※あけの元気館健
康体操教室のみ先着20人）▶服装＝運動のできる服装、
運動靴　▶持参品＝バスタオル、タオル、飲み物
問健康づくり課   ☎２２－０５０６
市健康運動普及員会会長 鳥生 ☎080-1090-5748

地区 開　催　日 会　場

下館

12月３日・17日（木）
13:30～ 15:00

地域交流センター会
議室Ｂ（アルテリオ）

12月７日（月）
13:30～15:00  ※男性のみ スピカ３階

健康ひろば12月14日・21日（月）
13:30～ 15:00※21日は
認知予防体操教室。上履き持参。

関城 12月２日・16日（水）
13:30～ 15:00

ペアーノ
リハーサル室

明野

12月１日・15日（火）
13:30～ 15:00

あけの元気館
健康体操室

12月８日・22日（火）
13:30～ 15:00

宮山ふるさとふれ
あい公園ホール

協和

12月４日・18日（金）
13:30～ 15:00

協和ふれあいセ
ンター集会室

12月25日（金）
10:00～ 11:30
※認知予防体操教室。上履き持参。

協和公民館
大会議室

健康運動教室（筑西はつらつバラエティー体操）

　お子さんの問題行動（不登校・ひ
きこもり・家庭内暴力等）で苦しま
れている当事者及び保護者のため
の相談会を開催します。
▶日時＝ 12 月 16 日（水）午後１
時 30分～５時　▶場所＝しもだて
地域交流センター２階研修室　▶
資料代＝ 300円
問アイネット　浅沼
　☎０９０－３１４０－４８６５

不登校・ひきこもりの
解決にむけて

就職の悩みはサポステで解決！
＊厚生労働省認定事業　＊無料・前日までに予約
　　 昨年度相談件数 1,061 件
　　 セミナー受講者数 839人
▶日時＝毎週火～土曜日　午前 10
時～午後６時（日・月曜日、祝日は
休館）▶場所＝いばらき県西若者サ
ポートステーション（西方）　▶対
象＝就職で悩んでいる若者（15 ～
39歳）又は保護者・関係者
申問いばらき県西若者サポートステーション
　　☎５４－６０１２

青少年なんでも相談
　子どもたちのいろいろな悩
みについて、専門の相談員が
電話相談・面接相談に応じま
す。

▶日時＝毎週月・水・金曜日
の午後１時～５時（祝日除く）
▶場所＝市青少年センター
（スピカ３階）

問☎２４－６０８１（直通）

▼
日
時
＝
12
月
18
日
（
金
）
午
前
９

時
30
分
〜
正
午　

▼
場
所=

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
小
林
）

▼
内
容=

初
心
者
か
ら
上
級
者
に

応
じ
た
効
果
的
な
練
習
法
、
上
級
者

の
模
範
演
技
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
競
技

問
下
館
輪
投
げ
の
会　

大
和
田

☎
０
８
０

－

５
３
８
９

－

９
６
２
７

　

卒
業
生
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
、

子
ど
も
た
ち
、
地
域
の
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
申
込
不
要
）

▼
日
時=

平
成
28
年
１
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
〜
（
受
付
は
午
前
９
時
30

分
〜
）

▼
場
所=

市
立
下
館
南
中
学
校
体

育
館

【
式
終
了
後
ラ
ン
チ
】（
事
前
申
込
）

▼
費
用=

卒
業
生
：
５
，
０
０
０

円
、
家
族
・
地
域
の
み
な
さ
ん
：
３
，

０
０
０
円
、
20
歳
以
下
：
無
料

▼
申
込
期
限=

12
月
13
日
（
日
）
ま
で

申
問
館
南
40
実
行
委
員
長　

高
野

☎
０
９
０

－

１
８
１
１

－

７
６
０
９

▼
日
時
＝
12
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

▼
場
所
＝
市
役
所
駐
輪
場

※
譲
り
た
い
人
は
12
月
１
日
（
火
）

か
ら
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。（
費

用
：
１
，
０
０
０
円
）

問
ア
ニ
マ
ル
ブ
ン
ブ
ン

☎
０
９
０

－
９
６
４
１

－

１
８
５
７

輪
投
げ
合
同
練
習
会

犬
・
猫
の
譲
渡
会

館
南
40
「
二
倍
成
人
式
」
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発
行
／
筑 ち
く
せ
い
西
市
　
編
集
／
市
長
公
室
広
報
広
聴
課

〒
308 -8616　

茨
城
県
筑
西
市
下
中
山
732 -1

☎
０
２
９
６
―
２
４
―
２
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.chikusei.lg.jp

広
報
筑
西
 ピ
ー
プ
ル

N
o.165
平
成
27
年
12
月
１
日

人口＝男 51,301 人　女  52,692 人　計 103,993 人　世帯数＝ 36,563 世帯（平成 27年 11月１日現在・常住人口）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
50
㎏
級
）　
準
優
勝

中
島　

寛
太
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
66
㎏
級
）　
第
３
位

大
吉　

慧
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
女

子
個
人
の
部
（
44
㎏
級
）　
準
優
勝

✿
第
40
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会　

第
３
位

棚
谷　

優
美
（
明
野
中
２
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
部　
男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

準
優
勝

✿
第
46
回
関
東
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会　
第
５
位

水
越　

駿
介
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
50
㎏
級
）　
優
勝

谷
島　

拓
朗
（
協
和
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
男
子
個
人
の
部　
第
５
位

前
口　

慶
輔
（
下
館
西
中
３
年
）

降
矢　

稀
祐
（
下
館
西
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

女
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
第
７
位

女
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
第
７
位

坂
本　

真
央
（
下
館
西
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
第
７
位

男
子
２
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
第
７
位

新
井
山　

銀
矢
（
下
館
南
中
２
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

男
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
第
６
位

男
子
２
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
第
９
位

市
村　

心
之
介
（
下
館
南
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
第
６
位

田
中　

鈴
麗
（
下
館
南
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
90
㎏
超
級
）　
第
３
位

✿
第
40
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会

ベ
ス
ト
８

古
澤　

正
太
郎
（
下
館
南
中
３
年
）

✿
第
40
回
記
念
茨
城
県
選
抜
中
学
校

野
球
大
会　
優
勝

関
城
中
野
球
部　

代
表

山
口　

翔
海
（
３
年
）

中
山　

剛
史
（
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

女
子
２
０
０
ｍ
自
由
形　
第
６
位

女
子
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
第
５
位

中
嶋　

帆
乃
佳
（
関
城
中
２
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
団
体
の
部　
優
勝

明
野
中
男
子
柔
道
部　

代
表

関
口　

陽
介
（
３
年
）

尾
見　

謙
介
（
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
60
㎏
級
）　
優
勝

✿
第
40
回
関
東
中
学
校
柔
道
大
会　

準
優
勝

小
菅　

洋
紀
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
60
㎏
級
）　
準
優
勝

鈴
木　

大
雅
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会　
柔
道
男

子
個
人
の
部
（
55
㎏
級
）　
準
優
勝

斉
藤　

大
夢
（
明
野
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形　
第
３
位

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形　
第
３
位

✿
第
39
回
関
東
中
学
校
水
泳
競
技
大
会

男
子
１
０
０
ｍ
自
由
形　
第
７
位

男
子
２
０
０
ｍ
自
由
形　
第
７
位

稲
見　

亮
佑
（
下
館
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
水
泳
の
部

女
子
２
０
０
ｍ
自
由
形　
第
４
位

女
子
４
０
０
ｍ
自
由
形　
第
３
位

川
端　

倫
子
（
下
館
中
３
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
剣
道
競
技

女
子
団
体
の
部　
第
３
位

下
館
中
女
子
剣
道
部　

代
表

柴
山　

明
日
香
（
３
年
）

五
位
渕　

真
帆
（
３
年
）

✿
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン

ク
ー
ル　
県
最
優
秀
賞　
全
国
佳
作

伊
坂　

光
織
（
下
館
中
２
年
）

✿
茨
城
県
総
合
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
の
部　
第
２
位

下
館
西
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部　

代
表

萩
原　

玲
奈
（
３
年
）

吉
富　

幸
子
（
３
年
）

植
竹　

美
咲
（
３
年
）

潮
田　

夏
希
（
３
年
）

氏
名
は
敬
称
略

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
、
県
や
関
東
、
全
国
で
入
賞
し
た

中
学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
た
き
み
た
ち
へ

おめでとう！


